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１．交通混雑期の交通の状況

1-1 交通混雑期の交通量の状況

※暦年集計、全国代表40断面集計
※交通量データはNEXCO東日本、中日本、西日本、
本四高速データ
※年末年始は、年末の年に集計
※2018の年平均は、2018/1/1～5/6で集計

交通混雑期（ＧＷ・お盆・年末年始）の交通量は、年平均に比べ大きく増加。過去３ヶ年とも、お盆時期の交通量が
最も高く、年平均に比べ約4割増。
交通混雑期は、前後１週間と比べ普通車が増加し、大型車は減少。
大都市部よりも地方部の交通量の増加が大きい。

年平均と混雑期の比較 ◆ 車種別の比較 ◆ 大都市部と地方部区間の比較

※暦年集計、全国代表40断面集計
※交通量データはNEXCO東日本、中日本、西日本、
本四高速データ
※年末年始は、年末の年に集計
※交通混雑期とその前後１週間の比較

※暦年集計、全国代表40断面＋大都市部3断面の集計
※交通量データはNEXCO東日本、中日本、西日本、
本四高速データ
※年末年始は、年末の年に集計
※合計43断面のうち、
大都市部区間：4断面、地方部区間39断面の比較
※2018の混雑期は、GWのみの集計
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１．交通混雑期の交通の状況

1-2 渋滞発生状況と全国の主な渋滞発生箇所

※渋滞データはNEXCO東日本、中日本、西日本、本四高速データ
※暦年集計、渋滞長10km以上の渋滞回数、全事象を集計
※年末年始は、年末の年に集計
※通常は交通混雑期を除いた期間の集計

※渋滞データはNEXCO東日本、中日本、西日本データ、本四高速データ
※暦年集計、渋滞長30km以上の渋滞量、全事象を集計
※年末年始は、年末の年に集計
※通常は交通混雑期を除いた期間の集計

１日あたりの渋滞回数（渋滞長10km以上） 年間の渋滞量の割合（渋滞長30km以上）

◆ 交通混雑期（GW、お盆、年末年始）10ｋｍ以上の渋滞が1日に発生する回数は、通常期に比べ大幅に増加。
特にお盆では過去３ヶ年の平均が42回/日と通常期の14回/日に比べ３倍近い渋滞が発生。
また、渋滞長30km以上の渋滞量は、交通混雑期（ＧＷ・お盆・年末年始）が年間発生量の約４割～６割。
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名神一宮JCT付近の渋滞状況（上り線）

東海北陸道側ランプ

名神本線

名神高速道路一宮地区

・特徴：サグ・JCTとの合流が原因で発生。

・渋滞ワーストランキング 16位（2017暦年）

関越自動車道花園地区

・特徴：サグ及びIC合流が原因で発生。

・渋滞ワーストランキング 18位（2017暦年）

・渋滞対策として付加車線事業を実施中

関越道 花園IC付近の渋滞状況（上り線）

上り線下り線

東京湾アクアライン

・特徴：サグ及びＰＡの合流が原因で発生。

・渋滞ワーストランキング 22位（2017暦年）

上り線 2

年 混雑期 通常期

2015 33日
（9％）

332日
（91％）

2016 30日
（8％）

336日
（92％）

2017 32日
（8％）

335日
（92％）



分析・対策検討

渋滞データや混雑状況
ETC2.0プローブ

トラフィックカウンター

お客さまの声

交通管理隊・管制セン
ターでのモニタリング

交通特性
平日/休日別特性
時間帯別渋滞発生状況
構造要因による渋滞発生状況
経年変化

ネットワーク整備 ピンポイント
渋滞対策

ソフト対策

ミッシングリンク整備
ダブルネットワーク化
四車線化

付加車線整備
既存幅員内での車線
運用変更（暫定）
視線誘導灯の設置

渋滞回避や所要時間
情報提供
渋滞回避広報
料金割引の見直しによ
る需要調整

交通混雑期の休憩施設
の混雑対策

SA・PA利用状況調査

駐車マスの増設
交通誘導員の配置
駐車マスの満空情報提供
臨時トイレの設置
営業施設の時間延長
交通混雑期の臨時駐車マス

過去の実績を踏まえ効果的な対策案を選定
渋滞対策検討会などにて関係機関の意見を
踏まえ対策方法を決定

１．交通混雑期の交通の状況

1-3 高速道路の渋滞・混雑対策

◆ 高速道路では交通容量不足や交通混雑期等の一時的な交通量の増加に伴い渋滞・混雑が発生。
ETC2.0プローブデータやトラフィックカウンターなどのビックデータを収集・分析し、効率的な渋滞・混雑対策を実施。
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2．渋滞対策の実施状況

2-1 交通混雑期の対策

◆ 経路選択の幅を増やしていただくため、お客さま目線でわかりやすい、きめ細やかな渋滞回避情報や所要時間情報
の提供。

◆ 渋滞予測の普及を目的に「渋滞予測に関する特設ホームページ」を開設し、渋滞予測の専門家による渋滞回避の
ポイント解説動画や、報道番組出演などの積極的な広報を展開し、渋滞回避の呼掛けを強化。

◆ 休憩施設では、臨時駐車場・トイレの設置や交通誘導員の配置、きめ細やかな満空情報提供を実施

渋滞予測の専門家による渋滞回避広報の強化

報道番組等で渋滞予測解説

渋滞回避情報や所要時間情報提供例

特設ホームページで動画広報

※渋滞予報士（東日本）

※高速道路ﾄﾞﾗｲﾌﾞｱﾄﾞﾊﾞｲｻﾞｰ（中日本）

※渋滞予測士（西日本）

経路選択による渋滞回避広報の例

※図形情報板（神戸淡路鳴門道）

※大型ポスターによる経路選択広報（淡路SA）

休憩施設での対策

車種別満空情報臨時駐車場

交通誘導員 臨時トイレ

臨時駐車場エリア

既存の駐車場エリア
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3．交通混雑期の休日割引適用日変更の試行

3-1 2017年度 交通混雑期の交通量実績（車種別）

※全国代表40断面集計
※交通量データはNEXCO東日本、中日本、西日本、本四高速のデータ
※年末年始は、年末の年に集計

交通混雑期間

◆ 2017年度の交通混雑期（ＧＷ・お盆・年末年始）の交通量は、前後の通常期と比べ2割以上増加。
車種別では、大型車が減少し、休日割引適用となる普通車が増加傾向。大型車混入率は、前後の平日で
約40％に対し交通混雑期では約10％まで減少。

休日割引適用日

割引適用日変更による行動変化の可能性
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前後期間 30,800台/日

混雑期間 37,400台/日

前後期間 36,600台/日

混雑期間 45,600台/日

前後期間 29,900台/日

混雑期間 44,200台/日
（1.48倍）

（1.25倍）

（1.21倍）



3．交通混雑期の休日割引適用日変更の試行

3-2 休日割引適用日変更の試行

交通混雑期の中で交通量と渋滞が最も多いお盆期間における高速道路の交通量平準化を図るため、2018年度 お
盆時期に休日割引適用日の変更を試行的に実施。

休日割引の適用日を変更（土日⇒近傍の平日）することによる、渋滞緩和効果を実施後確認。

お盆時期で最も渋滞回数の多い休日（8/11（土）、12（日））の休日割引の適用を取りやめ、代わりに渋滞回数の少
ない平日（8/9（木）、10（金））に休日割引を適用することにより、休日⇒平日への行動変化を促し、渋滞の分散化を
期待。

本結果を踏まえ、2018年度 年末年始、2019年度 GW時期における適用を検討。

過去の渋滞実績回数と割引見直し案

休日割引の対象日を変更
8/11（土）、12（日）⇒8/9（木）、10（金）

シフト後 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引

8/17/金 8/18/土 8/19/日 8/20/月

シフト前 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引 休日割引

8/8/水 8/9/木 8/10/金 8/11/土 8/12/日 8/13/月 8/14/火 8/15/水 8/16/木8/3/金 8/4/土 8/5/日 8/6/月 8/7/火

過去の渋滞実績回数の平均値
（地方部、10km以上）
平成30年と同日同曜日並びである2カ年（平成19年、24年）の平均
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3．交通混雑期の休日割引適用日変更の試行

3-3 休日割引適用日変更にあたっての広報計画

休日割引適用日変更の記者発表以降、認知度向上を目指し、広報活動を実施中。

また、変更実施直前に、新聞広告などによる集中的な広報を実施し、更なる認知度向上を図る。
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上旬 中旬 下旬 上旬 中旬 下旬

休日割引適用日変更　記者発表（７月４日） ★

渋滞予測　記者発表（７月２５日） ★

TV広報（渋滞予報士、高速道路ドライブアドバイザー、渋滞予測
士によるTV出演、番組内での案内等）

新聞広告
（全国5大紙、地方紙）

ラジオCM
（AM・FM各局）

Web広告
（Google、Yahoo！等）

会社ホームページ
（トップページ、割引ページ、料金検索ページ、動画案内等）

チラシ・ポスター
（休憩施設、料金所　等）

渋滞予測ガイド

デジタルサイネ―ジ
（休憩施設）

ハイウェイラジオ

JARTIC
（TV、ラジオ、ホームページ）

横断幕・懸垂幕・情報板
（本線　等）

ETCマイレージサービス登録者メール ★ ★

ETCパーソナルカード請求書 ★

大口・多頻度割引の請求書 ★

※上記のほか、JAFMATEのホームページ、利用証明書への印字等による広報も実施

平成30年7月
広報媒体／実施時期

平成30年8月

交通混雑期（お盆）



3．交通混雑期の休日割引適用日変更の試行

3-4 渋滞回避広報（具体事例）
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◆渋滞予測の専門家による渋滞回避広報（動画）

◆JARTIC（ホームページ）

「お盆期間中は高速道路の分散利用を図るため、休日割引の適用日が
8/11（土）、8/12（日）から8/9（木）、8/10（金）に変わります。詳しくは
各高速道路会社のホームページをご覧ください。」


